
号栃木東中「東中だより」１１ 月

【学校教育目標】＜生きる力の育成＞ 【目指す生徒像】＜東筍の心得＞

○ よく考え、自ら学ぶ生徒 ○ さわやかで、明るいあいさつができ、仲良く活動する。

○ 豊かな心と強い意志をもった生徒 ○ 忍耐強く、黙って清掃や作業に取り組む

○ 健康で、自他の生命を大切にする生徒 ○ 目的をもって、いちずに学習・運動に励む

○ 気品があり、場に応じた正しい言葉遣いができる。

【目指す学校像】＜経営の指針＞

平成２５年１１月１５日 発行 文責：石嶋和夫竹のように、誰もが“いちずに天を目ざす”東筍学舎

Ｍａｋｅ ｎｅｗ ｔｒａｄｉｔｉｏｎ 東中祭…思い出の名場面集

～自分たちの手で最高の東中祭を～

オープニングからフィナーレまで、東中らしさが随所に表

１１月２日（土）に上記のスローガンで を開 れた「最高の東中祭」になりました。、“東中祭”

催しました。今年度も昨年度と同様に、カテゴリ別に活動し

ました。

３年生のリーダーシップ、２年生のフォロワーシップ、そ

して１年生のメンバーシップにより、今回も素晴らしい東中

祭になったと思います。

会ご多用にもかかわらず、生徒たちの活動を参観いただき、

２年職場体験学習の発表また、ＰＴＡのバザーや食堂等にご支援・ご協力いただいた 場を盛り上げたオープニング

、 。保護者及び地域の皆様に 心から感謝とお礼を申し上げます

ありがとうございました。

東中祭実行委員長「あいさつ」池田 暉 君

みなさん、ついにこの日がやってきました！今年のス

「Ｍａｋｅ ｎｅｗ ｔｒａｄｉｔｉｏｎ 名演技の連続「魔術」に感動 ５組「はり絵」の紹介ローガンは、

です。～自分たちの手で最高の東中祭を～」

、 、このスローガンは 先輩たちが築き上げてきた伝統を

僕たちがしっかりと受け継ぐとともに、私たちにしかで

きない新たな伝統をつくろうという思いが込められてい

ます。そして何より、自分たちが率先して動き、自分た

ちの手で最高の東中祭をつくっていきたいという思いが

巨大モザイクアート見事完成 男気と女気 共に全開込められています。

今年の東中祭も、昨年度に引き続き、縦割りで活動を

行うことになりました。それぞれが、自分のよさを発揮

できるカテゴリで活動し、質の高いものに仕上げたと思

。 、 。います また 発表の人も練習を積んできたと思います

今までの成果を十分に発揮して、すばらしい東中祭に

しましょう。

あっと驚く科学実験 大成功スイングガールズandボーイズ

１１月５日（火）の“生徒会プロローグ”から

土曜日の東中祭、お疲れ様でした。今年のスローガン

である「Ｍａｋｅ ｎｅｗ ｔｒａｄｉｔｉｏｎ～自分

たちの手で最高の東中祭を～」を、私は達成できたと思

います！どのカテゴリでも、新しいことに挑戦し、昨年

県大会出場の実力を披露 そして感動のフィナーレよりもよい東中祭になったと思います。

また、様々な発表の鑑賞態度もよかったと思います。 ※ 室内のため、明るさとデジカメ技術の関係で、いくつか

１・２年生は、このよい伝統を残せるようにしてくださ の活動はうまく撮れませんでした。お詫びします。

い！３年生のみなさん！私立入試まで、あと約２か月。

、 、県立入試まで、あと約４か月となりました。東中祭も終 わずか２週間 午後５時には完全下校という条件の下

、 、 。わり、一段落が着いたと思います。勉強に力を入れまし 生徒たちは実によく工夫し 協力し合い 努力しました

ょう。 今回も見事に東中の伝統を受け継ぎ、発展させました。



卓球部女子団体 惜しくもベスト８ならず！ 自己ベストを目指して走りました

校内長距１０月１８日（金）に県総合運動公園トレーニングセンタ １１月１３日(水)栃木市総合運動公園において、

ーで、中体連の 開催されました。 （男子６km 女子３.５km）を実施しました。“県新人卓球大会”が 離走大会

本校卓球部女子は １回戦で氏家中 塩谷地区 に勝利し 参加者全員が、一生懸命走りました。また、体調等の関係、 （ ） 、

２回戦で大田原中（那須地区）と対戦しました。残念ながら で出場できなかった生徒も、運営補助係としてきちんと責任

敗れてしまいましたが、夏の大会への手応えを感じました。 を果たしていました。

の皆本大会が安全に運営できるよう、ＰＴＡ保体厚生委員

が、各ポイントで立哨指導をしてくださいました。流暢な英語でスピーチしました 様

また、多くの保護者の皆様が応援に来てくださり、最終走

、 、 。１０月２２日（火）に栃木文化会館で 者のゴ－ルまで見守り 温かい声援を送ってくださいました“下都賀地区中学

が開催され、本校代表として、校英語スピーチコンテスト”

学年優勝 １年【３組】 ２年【１組】 ３年【３組】次の３人が出場しました。※「東中祭」でも発表しました。

《男 子》 《女 子》〔３年〕初山璃音さん

１位 加藤拓丸君（１年） １位 塚原瑛那さん（２年）Ｊａｐａｎｅｓｅ ｆｏｏｄ ｃｕｌｔｕｒｅ ｇｏｅｓ

２位 佐藤叶夢君（２年） ２位 松本七美さん（３年）ｏｖｅｒｓｅａｓ

〔２年〕柿沼うららさん ３位 永井摩於君（２年） ３位 矢部千夏さん（１年）

４位 石原悠翔君（１年） ４位 稲村理子さん（２年）Ｍｙ Ｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅ Ｔａｕｇｈｔ ｍｅ ａ

５位 須賀俊介君（１年） ５位 高岩佑衣さん（２年）ｌｏｔ

〔１年〕池田 彩 さん ６位 牧野 励 君（１年） ６位 池下さくらさん（２年）

７位 末延佑太君（２年） ７位 安生桃花さん（１年）Ｔｈｅ Ｐｏｗｅｒ ｏｆ Ｕｎｉｔｙ

８位 茂串安高君（３年） ８位 大塚亜海さん（１年）

９位 大南奏真君（１年） ９位 島 由紀穂さん（１年）

10位 大川 全 君（２年） 10位 関口杏梨紗さん（２年）選抜合唱が大活躍しました

「がまん」は、教えることはできない。自ら覚えるものだそうです

１０月２８日（月）本校の選抜合唱が、宇都宮市文化会館

で開かれた に出場“栃木県学校音楽祭中央祭〔合唱部門 ”〕

し 「銀賞」を受賞しました。、

“栃木さらに、１１月５日（火）栃木文化会館で開かれた

〔指揮…大地区小・中学校音楽発表会”にも参加し 「未来、 」

輪先生 伴奏…志鳥華帆さん〕 〔指揮…大と「ひこうき雲」

。森実彩希さん 伴奏…志鳥華帆さん〕の２曲を披露しました

選手宣誓 決意表明 入念な準備運動 けが防止この「音楽発表会」は、コンクールのように順位を付ける

ための活動ではなく、栃木地区の小・中学生が一堂に会し、

日頃の音楽活動の取組や成果を発表し、交流し合うもので、

児童生徒にとって、とても貴重な体験になりました。

中学生の一日人権擁護委員による

街頭啓発活動と意見発表会

女子スタート 緊張の一瞬 男子スタート気合いを入れて

１０月１２日（土）栃木人権擁護委員協議会と宇都宮地方

法務局栃木支局の主催で、上記の活動が実施され、本校代表

として が参加しました。小川貴諒君〔２年〕

“委嘱状交付式”① １０時に国府公民館に集合し、

② １０時５０分～ （イオン栃木店で約１“街頭啓発活動”

時間、人権啓発のための「パンフレットやティッシュ」等

頑張った満足感にひたる ＰＴＡ保体厚生委員さんからの配布）

④ １３時３０分～

μＳｖ“意見発表会” 本校の放射線量 〔１１／12（火） 9:00〕 単位

（国府公民館）

５ｃｍ…０．０９６ １ｍ…０．０７９ほぼ丸一日の活動 校庭 朝礼台

５ｃｍ…０．０８３ １ｍ…０．０７４でしたが、中学生た 北門

５ｃｍ…０．０８３ １ｍ…０．０６０ちは、母校の代表と 中庭（記念碑前）

５ｃｍ…０．０９１ １ｍ…０．０５７して、実によく頑張 グランド３塁側

５ｃｍ…０．１９９ １ｍ…０．１２０っていました。 体育館とプールの間


